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名古屋市では、子どもにとって親はどうあるべきかを考え、子どもとともに親として成長

する楽しさなどについて学ぶことを「親学（おやがく）」と位置づけ、「親学」関連事業を展開

しています。今回の調査では、市民の皆さまに、家庭教育に対する考え方などをおたずねし、

今後の事業運営の参考とさせていただきます。 

②家庭教育について

※このアンケートでの「家庭の教育力」とは、家庭において親または保護者が、子どもに豊かな

情報や基本的な生活習慣、他人に対する思いやり、善悪の判断などの基本的倫理観、社会的マ

ナー、自制心や自立心などを身につけさせるために行う教育力をいいます。 

問13 あなたは、社会全体では家庭の教育力が低下していると思いますか。（○は１つだけ）

Ｎ＝918 

低下していると思う

30.4%

どちらかといえば低下

していると思う

38.3%

どちらかといえば低下

しているとは思わない

7.3%

低下しているとは

思わない

5.7%

わからない

14.7%

無回答

3.6%
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≪問 13 で１、２と答えた方（家庭の教育力が低下していると思う方）におたずねします≫

問 14 あなたは、家庭の教育力の低下はどのようなことが原因だと思いますか。 

（○は３つまで）

Ｎ＝631

52.9%

37.1%

42.5%

44.8%

8.9%

29.0%

10.1%

18.1%

17.6%

10.0%

1.0%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

しつけや教育の仕方が

わからない親が増えたこと

しつけや教育に無関心な親が増えたこと

過保護、過干渉な親が増えたこと

しつけや教育を

学校に任せきりにする親が増えたこと

しつけや教育に

悩む親のための相談機関が少ないこと

近所やまわりに相談できる人が少ないこと

父親の存在感が低下したこと

親子のふれあいや、

一緒に行動する機会が少ないこと

子どもにいろいろな体験をさせる機会が

少ないこと

その他

わからない

無回答
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≪すべての方におたずねします≫ 

問15 あなたは、名古屋市が提唱している「親学（おやがく）」という言葉を聞いたことがあ

りますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝918 

≪問 15 で１と答えた方（「親学」という言葉を聞いたことがある方）におたずねします≫ 

問16 あなたは、どこで「親学」という言葉を知りましたか。（○はいくつでも） 

Ｎ＝186

聞いたことがある

20.3%

聞いたことがない

75.5%

無回答

4.2%

40.9%

26.3%

9.7%

2.7%

40.9%

7.5%

8.6%

14.5%

0.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

教育委員会が発行するパンフレット

(「親学」「幼稚園の子どもたち」など）

ＰＴＡが開催する講座や講演会

(家庭教育セミナー、家庭教育相談事業など)

生涯学習センターで開催される

親学関連講座

教育委員会で配信している

「インターネット講座」(ｅ－ねっと＊なごや)

「広報なごや」

知り合いから聞いた

その他

どこで聞いたか覚えていない

無回答
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≪すべての方におたずねします≫ 

問17 あなたは、家庭の教育力を向上させるためには、どのようなことが必要だと思います

か。（○は３つまで） 

Ｎ＝918 

33.4%

18.8%

17.0%

39.7%

31.7%

16.8%

43.4%

6.5%

7.6%

3.4%

2.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

親を対象にしつけや子育てに関する啓発資料

を配布したり、講座を充実させたりする

インターネットでもしつけや

子育てに関する講座を受講できるようにする

しつけや子育てに関する講座や

講演会の情報を探しやすくする

しつけや教育に悩む親のための相談機関

の情報を広く知らせる

相談相手がいない親への

仲間づくりを促進する

父親の家庭教育への参加を促進する

地域で子どもを育てる意識を高める

その他

わからない

特にない

無回答

あい・あい・あいさつ活動
かつどう

 マスコットキャラクター 

あいさつし 太 陽

たいよう

‼ あいモン  アイムくん 
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問18 あなたのお住まいの地域では、子どもの登校時などにあいさつが交わされていると思い

ますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝918 

よく交わされている

9.5%

どちらかといえば

交わされている

31.9%

どちらかといえば

交わされていない

17.3%

交わされていない

13.3%

わからない

25.5%

無回答

2.5%

教育委員会では、「親学」の一環として、地域や学校であいさつを通して、地域の大人と子

どものつながりを深める活動を進めています。 
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あいモン

問 19 家庭教育についてご意見がございましたら、ご自由にお書きください。

記述あり 146 件 

・家族が一緒に顔を合せる時は朝・夕テーブルの時が多い思います。その時、どんな大・小、

良い事、悪い事でもいいから雑談から始まり話合の場を作って家族、近所、友人との良い絆

を作っていく家庭を望みます。 

・子どもも大人も地域活動に何かしら属して、交流する事から、顔見知りを増やして「安心・

安全な街」であると実感すると、この環境を守り、維持・発展する為につながりを大切にし

なくてはいけないので自然とあいさつができるようになると思っています。 

・ＰＴＡに参加したり、講習を受けたりする人は問題ありません。そういう機会に出席できな

い、もしくは関心のない人をどうにかすべきですが、そういう人に限って出席しませんし非

協力的です。 

・私は自分の親が私にしてきた「しつけ」が正しいと思って子育てしてきましたが、子供が幼

稚園に入園して、他の親子の様子を見て、自分のしつけの仕方と違いが有り、時々自分が間

違っていると思うことがありました。親が他の親子を見る機会が増えることが望ましいと思

います。 

・親は自分の生き方を子にしっかり見えることが大事。口でいくらしつけしても伝わらない。

共働き家庭の場合、両親がよく話し合い、育児休業、休暇などを利用し、子どもの小さいう

ちから一緒に過ごす時間を増やす努力が必要。 

ほか 

パンフレット「親学」は 

名古屋市公式ウェブサイトから 

ダウンロードできます。 

※名古屋市公式ウェブサイト

「親学ノススメ」アドレス

http://www.city.nagoya.jp/kyoiku/page/0000050550.html

パンフレット「親学」


